
Title 〔下級審民訴事例研究 二九〕 英国のロイズ・シンジケートの構成員
である筆頭保険者が他の保険者全員から授権されて当該保険に関す
る訴訟を追行するための任意的訴訟担当が許容された事例

Sub Title
Author 山田, 恒久(Yamada, Tsunehisa)

民事訴訟法研究会(Minji soshoho kenkyukai)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1993

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.66, No.10 (1993. 10) ,p.160- 166 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19931028-0160

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


法学研究66巻10号（’93：10）

29

〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
二
九
〕

英
国
の
ロ
イ
ズ
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
構
成
員
で
あ
る
筆
頭
保
険
者
が
他
の
保
険
者
全
員
か
ら
授
権
さ
れ
て
当
該
保

険
に
関
す
る
訴
訟
を
追
行
す
る
た
め
の
任
意
的
訴
訟
担
当
が
許
容
さ
れ
た
事
例

東
京
地
裁
平
成
三
年
八
月
二
七
日
判
決
民
事
第
二
八
部
（
昭
和
六
三
（
ワ
）
第
四
二
八
四
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
判
例
タ
イ

ム
ズ
七
八
一
号
二
二
五
頁
）

160

〔
事
　
実
〕
　
英
国
の
美
術
商
訴
外
A
社
（
英
国
法
人
）
と
目
本
の
美
術
商

Y
社
（
日
本
法
人
・
被
告
）
と
の
間
で
、
A
が
所
有
し
て
い
た
明
王
朝
時

代
の
皿
（
以
下
本
件
皿
と
い
う
）
を
、
Y
の
顧
客
が
購
入
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
一
二
万
ポ
ソ
ド
で
売
買
す
る
旨
の
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
そ

の
際
に
、
Y
が
A
か
ら
本
件
皿
を
借
り
出
し
た
上
、
こ
れ
を
Y
の
顧
客
に

見
せ
る
旨
の
合
意
も
な
さ
れ
た
。
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
一
百
、
右
合
意

に
基
づ
い
て
、
Y
の
顧
客
に
こ
れ
を
見
せ
る
た
め
、
訴
外
B
（
Y
社
代
表

の
叔
父
、
香
港
在
住
の
英
国
人
）
が
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
A
の
ギ
ャ
ラ
リ

！
で
、
本
件
皿
を
預
か
っ
た
。
し
か
し
翌
日
、
B
は
、
投
宿
し
て
い
た
ロ

ン
ド
ソ
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
本
件
皿
を
鞄
に
入
れ
て
自
分
の
席
に

置
い
た
ま
ま
電
話
に
出
た
間
に
、
本
件
皿
を
鞄
ご
と
盗
ま
れ
た
（
以
下
本

件
事
故
と
い
う
）
。
本
件
事
故
当
時
、
A
は
、
ロ
イ
ズ
保
険
に
加
入
し
て

い
る
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
及
び
保
険
会
社
を
保
険
者
と
し
て
、
自
己

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
全
商
品
を
五
百
余
万
ポ
ン
ド
の
保
険
に
付
し
て
い
た
。

右
保
険
者
は
、
本
件
事
故
に
基
づ
き
、
昭
和
六
〇
年
五
月
、
保
険
金
一
二

万
ポ
ン
ド
を
A
に
対
し
て
支
払
っ
た
。
X
社
（
英
国
法
人
・
原
告
）
が
右

保
険
者
の
筆
頭
保
険
者
で
あ
り
、
保
険
金
を
A
に
支
払
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

A
が
Y
に
対
し
て
有
す
る
本
件
事
故
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い

て
代
位
し
た
と
主
張
し
て
、
Y
を
相
手
に
六
百
余
万
円
の
支
払
を
求
め
た

の
が
本
件
で
あ
る
。
Y
は
、
A
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
の
存
在
を
争
う

と
と
も
に
、
X
に
は
当
事
者
適
格
が
な
い
と
主
張
し
て
、
こ
れ
を
争
っ
た
。

尚
、
X
は
、
本
件
と
同
時
に
、
美
術
品
の
盗
難
に
つ
き
保
管
上
の
過
失
あ
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る
者
と
し
て
、
B
に
対
し
て
も
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
を
求
め
て
訴
を
提

起
し
て
い
る
．
し
か
し
、
B
に
対
す
る
我
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
否
定
さ

れ
て
、
X
の
こ
の
訴
は
却
下
さ
れ
た
（
東
京
地
裁
平
成
二
年
一
〇
月
二
三

日
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
五
六
号
二
六
一
頁
参
照
）
。

〔
判
　
旨
〕
　
「
…
…
原
告
は
、
A
社
が
付
し
た
保
険
に
関
す
る
訴
訟
に
つ

い
て
、
原
告
以
外
の
保
険
者
全
員
か
ら
訴
訟
追
行
権
を
授
権
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
以
外
の
保
険
者
を
権
利
義
務
の
主
体
と
す
る
訴
え

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
任
意
的
訴
訟
担
当
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
で
、
任

意
的
訴
訟
担
当
は
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
弁
護
士
代
理
の
原
則
や
、
信
託

法
一
一
条
が
訴
訟
行
為
を
目
的
と
し
た
信
託
を
禁
止
し
て
い
る
趣
旨
に
照

ら
し
て
、
一
般
に
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
該
訴
訟
担
当
が
こ

の
よ
う
な
制
限
を
潜
脱
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
こ
れ
を
認
め
る
べ

き
合
理
的
な
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
の
場
合
…
…
英
国
の
慣
習
に
お
い

て
は
、
筆
頭
保
険
者
に
よ
る
訴
訟
担
当
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

実
体
面
に
お
い
て
も
、
原
告
は
、
本
件
保
険
者
の
一
員
で
あ
っ
て
、
本
件

訴
訟
に
お
い
て
他
の
保
険
者
と
実
体
法
上
利
害
関
係
が
一
致
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
よ
う
な
法
律
上
の
制
限
を
潜
脱
す
る
お
そ
れ
は
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
担
当
が
英
国
の
慣
習
と
し
て
存

在
し
、
保
険
者
全
員
が
右
慣
習
に
従
う
旨
を
表
明
し
て
お
り
、
か
つ
、
こ

の
こ
と
に
よ
り
特
段
の
弊
害
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
右
慣
習
は
十
分
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
，
本
件
保
険
者
が
多
数
に
の
ぽ
り
、
し
か
も
、

外
国
の
個
人
及
び
法
人
で
あ
り
、
日
本
で
の
訴
訟
追
行
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
許
容
す

る
合
理
的
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
．
よ
っ
て
、
原
告
に
は
、
他
の
本
件
保

険
者
の
任
意
的
訴
訟
担
当
と
し
て
、
当
事
者
適
格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
」
「
…
…
本
件
契
約
の
効
力
に
関
す
る
準
拠
法
は
、
ま
ず
契
約
当
事
者

の
意
思
に
従
っ
て
決
す
べ
き
と
こ
ろ
（
法
例
七
条
）
．
本
件
契
約
に
お
い

て
は
、
売
主
が
英
国
の
美
術
商
で
あ
り
、
売
買
価
格
も
ポ
ン
ド
建
て
で
、

目
的
物
の
引
渡
し
も
英
国
で
行
わ
れ
、
英
国
と
の
関
連
性
が
他
国
よ
り
も

密
接
で
あ
る
ほ
か
、
当
事
者
が
英
国
法
の
適
用
を
前
提
と
す
る
供
述
し
て

い
る
こ
と
…
…
か
ら
A
社
、
被
告
と
も
、
英
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
意
思

を
有
し
て
い
た
も
の
と
推
認
さ
れ
、
こ
れ
に
反
す
る
証
拠
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
契
約
に
基
づ
く
被
告
の
責
任
は
、
英
国
法
を
準
拠
法
と
し

て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
被
告
は
、
本
件
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
、
A
社
に
対
し
、
本
件
契
約
に
基
づ
く
右
英
国
法
上
の
受
託
者

と
し
て
の
責
任
を
免
れ
ず
、
右
責
任
に
基
づ
き
、
A
社
に
対
し
て
、
本
件

皿
の
予
定
売
買
価
格
一
二
万
ポ
ン
ド
の
賠
償
義
務
を
負
う
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
」
「
…
…
本
件
保
険
者
か
ら
A
社
に
対
し
、
一
二
万
ポ
ン
ド
が

支
払
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
英
国
法
上
、
本
件
保
険

者
が
A
社
の
被
告
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
き
代
位
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
」

一
　
判
旨
に
は
若
干
の
疑
間
が
あ
る
。

　
本
件
の
判
旨
は
、
選
定
当
事
者
（
民
事
訴
訟
法
四
七
条
）
を
除
き
．
明

文
の
規
定
が
な
い
任
意
的
訴
訟
担
当
に
関
し
て
、
特
に
担
当
者
が
外
国
の

法
人
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
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の
で
あ
る
。

　
渉
外
的
な
要
素
を
含
む
訴
訟
で
．
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否
が
争
わ
れ

た
事
例
に
は
、
外
国
メ
ー
カ
ー
の
我
国
に
お
け
る
代
理
店
（
日
本
法
人
）

が
、
我
国
の
法
人
に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
支
払
い
を
、
任
意
的
訴
訟
担

当
を
理
由
と
し
て
訴
求
し
た
事
例
（
原
審
・
大
阪
地
判
昭
和
五
九
・
五
・

＝
判
例
時
報
一
一
四
〇
号
一
四
四
頁
、
控
訴
審
・
大
阪
高
判
昭
和
六

〇
・
五
・
一
五
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
六
一
号
一
四
八
頁
）
、
中
華
人
民
共
和

国
が
日
本
国
内
に
有
す
る
土
地
を
、
不
法
占
拠
す
る
者
に
対
し
て
、
目
本

国
が
任
意
的
訴
訟
担
当
を
理
由
と
し
て
明
渡
を
求
め
た
事
例
（
東
京
地
判

昭
和
六
〇
・
一
二
・
二
七
判
例
時
報
一
二
二
〇
号
一
〇
九
頁
）
な
ど
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
、
そ
の
可
否
を
問
わ
れ
た
担
当
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
法
人
及
び
日
本
国
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
本
件
で
そ

の
可
否
を
問
わ
れ
た
担
当
老
は
外
国
法
人
で
あ
る
点
で
、
こ
れ
ら
二
事
例

と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
判
決
は
、
外
国
法
人
に
任

意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
た
、
は
じ
め
て
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　
渉
外
的
な
要
素
を
含
む
訴
訟
の
当
事
者
適
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

無
の
判
断
を
、
実
体
問
題
と
法
性
決
定
す
る
学
説
が
あ
る
。
所
説
に
よ
れ

ぽ
、
当
事
者
適
格
の
有
無
は
、
そ
の
実
体
関
係
の
準
拠
法
に
よ
っ
て
、
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
．
当
事
老
適
格
を
、
一
般
的
に
手
続
問
題

な
い
し
は
実
体
問
題
と
一
義
的
に
法
性
決
定
せ
ず
、
さ
ら
に
問
題
と
さ
れ

る
状
況
を
細
分
化
し
て
、
そ
の
性
質
に
応
じ
て
、
取
扱
を
決
定
す
る
と
い

　
　
　
　
（
2
）

う
学
説
が
あ
る
。
所
説
に
よ
れ
ば
、
実
体
問
題
と
さ
れ
る
点
に
関
し
て
は
、

実
体
準
拠
法
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
手
続
問
題
と
さ
れ
る
点
に
関
し
て

は
、
「
手
続
は
法
廷
地
法
』
の
原
則
に
従
っ
て
、
我
国
の
民
事
訴
訟
法
（
法

廷
地
手
続
法
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
と
は
い
え
、
手
続
と
法
性

決
定
さ
れ
て
法
廷
地
手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
も
、
例
え
ば
、
訴
訟

能
力
が
、
民
法
上
の
行
為
能
力
の
有
無
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
手
続
法

上
の
問
題
の
決
定
が
、
実
体
法
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
は
、
結
局
、
そ
の
準
拠
法
が
た
ど
ら
れ
て
、
実
体
準
拠
法

に
よ
り
そ
の
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
適
格
の
有
無
も
、

実
体
法
上
の
管
理
処
分
権
の
存
否
に
よ
る
と
．
一
般
に
は
理
解
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
，
当
事
老
適
格
を
、
一
旦
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
し

て
、
法
廷
地
の
手
続
法
に
よ
る
と
し
て
も
、
そ
の
判
断
が
実
体
法
に
基
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
て
な
さ
れ
る
た
め
、
結
局
は
、
実
体
準
拠
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
．
し

た
が
っ
て
．
い
ず
れ
の
所
説
に
よ
っ
て
も
結
論
に
は
．
そ
れ
ほ
ど
の
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
差
異
が
な
い
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
当
事
者
適
格
を
手
続
問
題
と
評
価
し
て
法
廷
地

手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
、
当
事
者
適
格
の
有
無
が
実
体
法
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
き
に
は
、
当
該
法
律
問
題
の
準
拠
法
が
た
ど
ら

れ
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
当
事
者
の
実
体
法
上
の
地
位
が
、
準
拠
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
、
準
拠
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の

は
、
当
該
当
事
者
の
実
体
法
上
の
管
理
処
分
権
の
存
否
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
準
拠
法
は
実
体
法
に
限
ら
れ
て
、
準
拠
訴
訟
法
と
い
う
べ
き
も
の

は
考
え
ら
れ
な
い
。
他
方
、
実
体
問
題
と
評
価
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者

適
格
の
問
題
は
、
実
体
の
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
他
国
に
お
い
て
も
、
そ

れ
が
訴
訟
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
準
拠
法
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と
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
．
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
、
準
拠
法
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
は
、
当
該
当
事
者
の
訴
訟
法
上
の
適
格
で
あ
り
、

準
拠
外
国
法
の
訴
訟
法
上
、
当
事
者
適
格
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
国

に
お
い
て
も
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　
と
こ
ろ
で
、
当
事
者
適
格
一
般
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
実
体
間
題
と
評

価
す
る
所
説
で
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
実

体
問
題
と
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
所
説
に
よ
れ
ば
、

こ
の
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否
は
、
国
際
私
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

拠
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
問
題
を
細
分
化
し
て
、

個
別
に
法
性
決
定
を
す
る
所
説
の
論
者
は
．
ほ
ぽ
一
致
し
て
、
こ
れ
を
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

続
間
題
と
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
立

つ
場
合
に
は
、
法
廷
地
手
続
法
に
よ
り
、
そ
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
我
国
の
民
事
訴
訟
法
上
、
選
定
当
事
者
（
民
事
訴
訟
法
四
七
条
）

を
除
く
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否
に
関
す
る
明
文
の
規
定
は
な
い
。
し
か

し
、
学
説
は
ほ
ぽ
一
致
し
て
、
弁
護
士
代
理
の
原
則
と
訴
訟
信
託
の
禁
止

（
信
託
法
一
一
条
）
を
潜
脱
す
る
虞
れ
が
な
い
こ
と
を
、
そ
の
制
限
と
し

　
　
へ
7
）

て
挙
げ
る
。
ま
た
、
裁
判
例
に
も
、
組
合
の
業
務
執
行
組
合
員
の
任
意
的

訴
訟
担
当
を
認
め
る
に
あ
た
り
、
弁
護
士
代
理
の
原
則
と
訴
訟
信
託
の
禁

止
の
潜
脱
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
合
理
的
必
要
を
挙
げ
る
最
高

裁
判
決
（
最
判
昭
和
四
五
・
一
一
・
一
一
民
集
二
四
巻
一
二
号
一
八
五
四

頁
）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
渉
外
的
要
素
を
含
む
訴
訟
に
お
け
る
任
意

的
訴
訟
担
当
の
許
否
を
手
続
問
題
と
評
価
す
る
所
説
で
は
、
弁
護
士
代
理

の
原
則
と
訴
訟
信
託
の
禁
止
の
潜
脱
の
お
そ
れ
が
な
い
と
い
う
国
内
手
続

法
の
解
釈
を
基
準
と
し
て
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
性
決
定
に
関
し
て
、
判
旨
は
必
ず
し
も
明
瞭
な
判

断
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
件
で
は
、
原
告
が
「
…
…
当
事

者
適
格
の
有
無
は
、
訴
訟
手
続
法
上
の
問
題
と
し
て
、
法
廷
地
法
に
よ
る

の
が
原
則
で
あ
り
、
本
件
で
は
日
本
法
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る

　
…
。
」
と
主
張
し
、
被
告
も
こ
の
主
張
を
認
め
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
が

争
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
事
老
適
格
は
訴
訟
要
件
で
あ
り
、
職
権

調
査
事
項
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
く
と
も
、
如
何
な
る
準

則
に
基
づ
い
た
判
断
で
あ
る
か
を
、
明
確
に
判
示
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
判
旨
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
許
容
す
る

べ
き
合
理
的
必
要
性
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
許
否
を
法
廷
地
の
手
続
法
に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
他
方
、
多
数
の
保
険
者
が
当
該
保
険
に
関
す
る
訴
を
提
起
す
る
場

合
に
は
、
筆
頭
保
険
者
の
名
の
み
に
お
い
て
保
険
者
全
員
の
た
め
に
訴
が

提
起
さ
れ
る
と
い
う
英
国
の
慣
習
が
認
定
さ
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
、
こ
の

英
国
の
慣
習
に
従
っ
て
、
他
の
保
険
者
全
員
か
ら
、
原
告
の
名
に
お
い
て

保
険
者
全
員
の
た
め
に
訴
訟
を
提
起
、
追
行
す
る
権
限
を
あ
た
え
ら
れ
た

旨
の
事
実
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
判
旨
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実
認
定
に
基

づ
い
て
、
「
他
の
保
険
者
の
た
め
に
、
訴
訟
担
当
者
と
な
り
う
る
」
と
い

う
筆
頭
保
険
者
の
英
国
手
続
法
上
で
の
地
位
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
の
任

意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
趣
旨
な
ら
ば
、
そ
の
許
否
を
英
国
手
続
法
に
基

づ
い
て
判
断
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
．
そ
の
意
味
で
、
判

旨
は
我
国
の
手
続
法
と
英
国
手
続
法
の
、
い
ず
れ
の
要
件
を
も
充
た
し
て
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い
る
こ
と
を
前
提
に
．
そ
の
許
否
を
判
断
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．
法

廷
地
手
続
法
に
よ
る
こ
と
は
、
そ
の
問
題
を
手
続
と
法
性
決
定
す
る
こ
と

で
あ
り
、
英
国
手
続
法
に
よ
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
実
体
と
法
性
決
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
判
断
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
判
旨
は
、
実
体
と
も
手
続
と
も
一
義
的
に
は
法
性
決
定
し
て
い

な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
訴
訟
手
続
は
、
手
続
的
行
為
の
連
鎖
で
あ
る
た
め
に
、
先
行
行
為
に

矛
盾
・
抵
触
す
る
後
行
行
為
は
許
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
手
続
は

一
体
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
体
性
の
要
請
に
よ

り
、
裁
判
は
一
国
の
訴
訟
手
続
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
て
、
訴
訟
は
、
い
ず
れ
か
の
国
家
が
設
営
す
る
一
個
の
完
成
さ
れ

た
手
続
の
総
体
と
し
て
の
み
機
能
す
る
た
め
、
一
体
と
し
て
、
い
ず
れ
か

一
個
の
国
家
の
訴
訟
手
続
に
準
拠
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
但
し
、
そ
の
準

拠
さ
れ
る
ぺ
き
訴
訟
手
続
が
、
法
廷
地
の
そ
れ
で
あ
る
論
理
的
な
必
然
性

は
な
い
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
法
廷
地
に
お
い
て
、
現
に
設
営
さ
れ

て
い
る
手
続
に
準
拠
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
体
権
は
、

訴
訟
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
手
続
を
絶
対
的
に
法

廷
地
法
に
準
拠
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
目
的
で
あ
る
実
体
権
を
、
準
拠
実
質

法
に
依
ら
し
め
る
こ
と
は
、
均
衡
を
失
し
て
い
る
と
い
え
る
。
む
し
ろ
、

理
念
的
に
は
、
手
続
も
、
実
体
を
規
律
す
る
準
拠
法
国
の
手
続
法
に
依
ら

し
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味
で
、
実
体
権
を
実
現
す
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
も
、
手
続
は
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
準
拠
手
続
法
は
一
国
（
準
拠
実
体
法
国
）
の
も
の
に
収
束
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
我
国
に
お
い
て
、
外
国
訴
訟
法
に
す

べ
て
従
っ
た
審
理
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
も
、
当
事
者

に
と
っ
て
も
現
時
点
で
は
不
可
能
で
あ
る
．
訴
訟
手
続
の
成
熟
を
待
つ
必

要
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
否
は
、
問
題
と
な
る
財
産
に
対
す

る
実
体
法
上
の
管
理
処
分
権
の
有
無
に
基
づ
く
。
例
え
ば
、
米
国
で
認
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
、
訴
訟
法
上
認
め
る
こ
と

は
、
他
人
が
（
勝
手
に
）
行
使
す
る
債
権
が
、
実
体
法
上
に
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
任
意
的
訴
訟
担
当
は
、

訴
訟
法
の
み
な
ら
ず
、
実
体
法
と
も
密
接
に
関
連
す
る
性
質
を
有
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
、
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
こ
と
は
一

面
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
実
体
と
法
性
決
定
す
る
こ
と
も
一
面
的

で
あ
る
。
学
説
の
中
に
は
．
任
意
的
訴
訟
担
当
に
お
け
る
、
授
権
の
存
否

と
そ
の
範
囲
を
実
体
問
題
、
訴
訟
に
お
け
る
権
限
行
使
の
許
容
性
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

行
使
方
法
を
手
続
問
題
と
し
て
、
問
題
を
分
割
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
し

か
し
、
授
権
さ
れ
る
内
容
は
訴
訟
追
行
権
で
あ
り
、
実
体
と
法
性
決
定
す

る
に
は
、
手
続
的
側
面
が
大
き
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
訴
訟
に

お
い
て
行
使
さ
れ
る
権
限
は
、
所
説
に
お
い
て
は
、
実
体
と
し
て
授
権
さ

れ
た
権
限
で
あ
り
、
こ
れ
を
手
続
と
評
価
す
る
こ
と
に
も
疑
問
が
残
る
。

こ
の
よ
う
に
、
手
続
と
実
体
の
法
性
決
定
は
、
も
と
も
と
、
二
者
択
一
の

問
題
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
人
の
行
為
は
、
内
容
と
形
式
を
同
時
に
有
す

る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
手
続
と
し
て
の
性
質
（
形
式
）
と
実
体
と
し
て
の

性
質
（
内
容
）
は
、
不
可
分
で
、
同
時
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
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が
っ
て
、
あ
る
問
題
が
手
続
と
の
み
法
性
決
定
さ
れ
て
、
実
体
で
は
な
い

と
さ
れ
る
こ
と
も
、
実
体
と
の
み
法
性
決
定
さ
れ
て
、
手
続
で
は
な
い
と

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
そ
の
手
続
的
性
質
か
ら
、

法
廷
地
手
続
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
と
同
時
に
、
実
体
的
性
質
に
よ
り
、

国
際
私
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
準
拠
実
体
法
に
よ
っ
て
、
判
断
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
訴
訟
は
実
体
権
の
実
現
を
目
的

と
す
る
手
続
で
あ
る
。
目
的
で
あ
る
実
体
を
無
視
す
る
手
続
は
存
在
の
意

味
が
な
い
。
他
方
、
定
め
ら
れ
た
手
続
を
履
践
し
な
い
実
現
の
試
み
は
、

徒
労
に
終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
上
で
問
わ
れ
る
す
べ
て
の
問
題
は
、

実
体
と
手
続
の
両
面
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
否
も
、
そ
の
手
続
的
性
質
の
た
め

に
、
法
廷
地
手
続
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
体
的
性

質
の
た
め
に
、
国
際
私
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
準
拠
実
体
法
に
よ
っ
て

も
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
手
続
は
現
時
点
で
は

法
廷
地
法
主
義
が
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
た
と
え

準
拠
実
体
法
が
、
当
該
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
内
容
を
有
し
て
い
て

も
、
我
国
の
訴
訟
法
が
こ
れ
を
受
容
で
き
な
け
れ
ば
、
法
廷
地
手
続
法
に

よ
る
こ
と
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
任
意
的
訴
訟
担
当
は
、

我
国
で
は
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
は
、

準
拠
実
体
法
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
と
同
時
に
、
法
廷
地
手
続
法
に
よ
っ

て
も
許
容
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
我
国
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

五
　
以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、
日
本
法
と
英
国
法
の
い
ず
れ
に
も
反
し

て
い
な
い
と
い
う
点
を
理
由
と
す
る
判
旨
の
判
断
方
法
に
は
、
賛
成
で
き

る
。　
こ
れ
に
加
え
て
、
そ
も
そ
も
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
判
旨
の
よ
う
な

基
準
で
肯
定
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
訴
訟
は
法
探
索
の
方
法
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
、
法
探
索
は
人
格
の
表
出
で
あ
る
。
こ
の
法
探
索
の
地
位
を
他
人
に
委

ね
る
こ
と
は
、
自
己
否
定
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
を
他
人
に
委
ね
る
意
味
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
任
意
的
訴
訟
担
当

は
、
本
来
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
民
事
訴
訟
法
四
七

条
が
定
め
る
選
定
当
事
者
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
任
意
的
訴
訟
担
当
が

一
般
的
に
法
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
民
事
訴
訟
法
四
七
条
で
は
、
あ
く
ま
で
も
凶
旦
は

当
事
者
と
し
て
訴
訟
に
関
与
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
多
数
当
事
者
の
紛
争
処
理
の
便
宜
と
、
個
人
の
人
格
を
基
点
と
す

る
訴
訟
に
お
け
る
法
探
索
の
地
位
の
本
質
的
性
格
と
の
．
調
和
を
は
か
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
選
定
当
事
者
の
制
度
が
予
定
す
る
均
衡
を
破
壊

し
て
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
る
こ
と
は
本
来
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
肯
定
し
た
判
旨
に
は
賛
成
で
ぎ
な

い
。
と
は
い
え
、
・
イ
ズ
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
保
険
者
が
、
民
事
訴
訟
法

四
六
条
の
非
法
人
社
団
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ぽ
、
本
件
で
の

訴
訟
追
行
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
を
認
め
た
と
き
と
ほ
ぽ
同
様
に
可
能
と

な
る
。
こ
の
構
成
の
可
否
を
判
断
す
る
為
に
は
、
ロ
イ
ズ
・
シ
ソ
ジ
ケ
ー

ト
の
実
体
に
関
す
る
事
実
認
定
が
、
さ
ら
に
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
事
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者
能
力
の
有
無
の
判
断
に
関
す
る
準
拠
法
の
議
論
の
問
題
に
も
答
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
興
味
深
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
判
旨
の
評
釈
の
限

度
を
越
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

　
ま
た
、
判
旨
に
は
、
賠
償
責
任
の
有
無
、
及
び
、
そ
の
基
礎
と
な
る
契

約
準
拠
法
の
認
定
、
並
び
に
、
保
険
契
約
に
基
づ
く
代
位
の
間
題
な
ど
、

実
体
法
上
の
点
に
関
し
て
も
、
検
討
す
る
べ
き
点
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

訴
訟
法
上
の
問
題
に
限
定
し
た
。

（
1
）
澤
木
・
山
田
”
澤
木
「
国
際
私
法
講
義
」
二
四
〇
頁
。

（
2
）
福
永
「
渉
外
訴
訟
事
件
に
お
け
る
訴
訟
追
行
権
」
手
続
法
の
理
論
と
実
践

く
吉
川
追
悼
V
（
下
）
九
八
頁
、
小
林
「
外
国
人
の
訴
訟
当
事
者
適
格
」
新
・
実

務
民
事
訴
訟
講
座
皿
八
七
頁
、
石
黒
「
国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
諸
問
題
－
序
説

的
検
討
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
八
一
号
二
〇
三
頁
、
青
山
「
外
国
人
の
訴
訟
法
上
の

地
位
」
民
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
新
版
〕
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
九
八
頁
。

（
3
）
　
石
黒
・
前
掲
（
2
）
論
文
二
〇
三
頁
、
小
林
・
前
掲
（
2
）
論
文
一
〇
二

　頁。

（
4
）
松
岡
「
渉
外
訴
訟
事
件
に
お
け
る
当
事
者
」
講
座
民
事
訴
訟
③
一
八
三
頁

　
は
こ
の
よ
う
な
帰
結
か
ら
、
さ
ら
に
．
法
性
決
定
に
置
か
れ
て
い
る
ウ
エ
イ
ト

　
の
高
さ
の
不
当
性
を
指
摘
す
る
。

（
5
）
　
但
し
．
澤
木
・
前
掲
書
二
四
〇
頁
は
、
任
意
的
訴
訟
担
当
に
直
接
言
及
し

　
た
も
の
で
は
な
い
。

（
6
）
　
例
え
ぽ
．
小
林
・
前
掲
論
文
一
〇
二
頁
は
、
「
任
意
的
訴
訟
担
当
は
そ
の

国
の
訴
訟
ポ
リ
シ
ー
に
も
関
連
し
、
弁
護
士
強
制
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
か
弁

護
士
代
理
を
ど
こ
ま
で
貫
徹
す
る
か
と
い
う
観
点
を
考
慮
し
て
、
そ
の
法
廷
地

ご
と
に
各
々
の
事
情
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
を
尊
重
す
べ
き
だ
か

ら
法
廷
地
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
ま
た
、
青
山
・
前
掲
（
1
3
）
論

文
九
八
頁
は
、
「
任
意
的
訴
訟
担
当
は
訴
訟
信
託
の
禁
止
や
弁
護
士
代
理
と
深

く
関
連
す
る
か
ら
、
日
本
法
の
認
め
る
範
囲
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
」
と
す
る
。

（
7
）
但
し
、
権
利
主
体
が
そ
の
管
理
処
分
権
を
授
権
す
る
に
あ
た
っ
て
、
正
当

な
業
務
の
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
の
み
こ
れ
を
許
す
学
説
と
（
兼
子
・
民
事

訴
訟
法
体
系
一
六
一
頁
、
菊
井
”
村
松
・
全
訂
民
事
訴
訟
法
－
二
壬
二
頁
、
三

　
ケ
月
・
民
事
訴
訟
法
一
八
六
頁
）
と
、
実
質
的
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
に
、
広

く
許
す
学
説
（
福
永
「
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
容
性
」
中
田
還
暦
・
民
事
訴
訟

　
の
理
論
（
上
）
七
五
頁
、
新
堂
・
民
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
補
正
版
〕
一
九
七
頁
）

　と

に
分
化
す
る
。

（
8
）
渡
辺
「
渉
外
判
例
研
」
ジ
ェ
リ
ス
ト
八
七
三
号
一
〇
五
頁
、
奥
田
「
渉
外

判
例
研
究
」
ジ
ェ
リ
ス
ト
一
〇
二
〇
号
一
七
一
頁
、
野
村
「
重
要
判
例
解
説
」

　
平
成
四
年
度
二
八
九
頁
。

（
9
）
伊
東
・
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
六
頁
。
同
・
弁
論
主
義
六
三
頁
。

（
1
0
）
な
お
、
渉
外
的
な
要
素
を
含
む
訴
訟
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
可
否

　
岨
般
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
渉
外
訴
訟
に
お
け
る
任
意
的
訴
訟
担
当
の
許
否
」

　
杏
林
社
会
研
究
扁
O
巻
一
号
二
五
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
恒
久

166


